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し お や の 風

塩屋の山間にある神戸少年の町の一番てっべ/レ に、析 りの場である聖堂があり

ます。朝早くからこの聖堂に子 ど{)た ち t)ス タッフ t,一 同に集 まり、祈ること

から ‐目が始まりました。しか し時は流れて、聖堂は古くな り、物置 と化 tン て、

共に祈ることt,な くなって しまいました。地震では持ち堪えた 1)の の 31}i前の

台風では壊滅状態 となり、とうとう解体せ ぎるを得なくな りました。

聖堂の跡地に立って1司 りを眺めると、六甲山系の西端が見え、海を越えては淡

路島が見え、日を開じれ

ば、しおやの風が吹いて

いま
―
ケc‖寺itl′色寸也よく‖寺

に庸aン く、 この風は 75

年間、祈 りと共に子 ど t)

たちの上に吹き、頑張れ

よと励 ま し続けてきて

くれましたこ

祈 りは とて も大 切で

づ
~.チ

形メこ的な t)i/)グ)こ と

を言 うのではなく、子 ど

i)た t,グ)成 長を心か ら

願 うス 1タ ッフた t,の 毎

日の働きは,テ リその ()

のです。子 どt)た ちを通

して、家族を実「 り、社会

を知 り、そ tン て与えらオ
｀
し

たいのちの大切 さを、

ぢ子りを通 t′ て深く夫日つてイテきま‐
rl^。 ここは、■オt′ からt)、  し才Sぺ)のり虫t(こ l17‐

‐
lJま さオし

ながら、 ′止磁 らヽヴオ千りの1場り
:「 であり続けて行くことでしょう。

父と子と聖霊とともに.
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